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「情報活用の過去、現在、未来」

２００９年１１月２８日

サステナブル・イノベーションズ株式会社
池邊 純一

組織情報と変容の諸相（ＯＩ＆Ｔ）研究部会組織情報と変容の諸相（ＯＩ＆Ｔ）研究部会 １１１１月度定例研究会月度定例研究会

～ ワークショップ 「情報をめぐって 」 ～
パネルディスカッション資料



2 組織情報と変容の諸相（ＯＩ＆Ｔ）研究部会 ２００９年１１月度研究会 報告資料 池邊純一

情報活用の過去 （参考資料）
１９６０ １９７０ １９８０ １９９０ ２０００

戦後経済高度成長期 バブル景気 平成不況 戦後最長景気

プラザ合意 バブル崩壊

86-98 双子の赤字

史上最長の好景気
格差社会

サブプライムローン問題

95 ﾙｰﾋﾞﾝ 強いドル政策

ＩＴバブル崩壊

（米）

ＳＩＳＳＩＳＤＳＳ、ＥＩＳＤＳＳ、ＥＩＳＭＩＳＭＩＳＩＤＰＩＤＰＡＤＰＡＤＰ ＢＩＢＩ ＢＰＭＢＰＭ

79-90 サッチャリズム

81 レーガノミックス

２００７

Japan as No.1

リーマンショック

２００８．９

・51 UNIVAC、 64 IBM/360、 68 UNIX、 70 ﾀﾞｲﾅﾌﾞｯｸ、 85 Windows、 88 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ、 91 Linux、04 Web2.0

89 ワシントンコンセンサス

１９６０ H.A.ｻｲﾓﾝ 「意思決定のパターン」

１９６５ R.N.ｱﾝｿﾆｰ 「アンソニーのパラダイム」

１９６５ H.I.ｱﾝｿﾞﾌ 「意思決定レベル」

１９８２ 競争戦略、５-Forces ﾎﾟｰﾀｰ

１９８９ Business Intelligence ｶﾞｰﾄﾅｰｸﾞﾙｰﾌﾟ

１９９０ データウェアハウス W.H.ｲﾝﾓﾝ
１９９３ OLAP IBMｻﾝﾉｾﾞ研究所

１９９０ ＢＳＣ R.S.ｷｬﾌﾟﾗﾝ、D.P.ﾉｰﾄﾝ

１９９３ ＢＰＲ M.ハマー、J.チャンピー

１９７１、１９７８ DSS MIT

１９５０年代 ＰＤＣＡ ｼｭﾊｰﾄ、ﾃﾞﾐﾝｸﾞ

１９６０年代後半 ＰＰＭ ＧＥ

１９６５ ＳＷＯＴ ハーバード・ビジネス・グループ

１９８７ 創発戦略 H.ﾐﾝﾂﾊﾞｰｸﾞ

国連ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾝﾊﾟｸﾄ ９原則

OECD多国籍企業ガイドライン

２０００ リスボン宣言

２００２ VＲＩＯ J.B.ﾊﾞｰﾆｰ

１９９７ ﾄﾘﾌﾟﾙﾎﾞﾄﾑﾗｲﾝ ｴﾘｷﾝﾄﾝ

１９８４ TOC ｺﾞｰﾙﾄﾞﾗｯﾄ

１９９２ リオ国際環境開発会議 アジェンダ２１

１９７０年代－２０００

71 ニクソンショック

１９６２ 日本型QC 日科技連

１９５０年代 QC GE（ﾌｧｲｹﾞﾝﾊﾞｳﾑ）

１９３０代 C.I.ﾊﾞｰﾅｰﾄﾞ 協働体系、公式組織論（組織と個人）

１９６９ H.I.ｱﾝｿﾞﾌ 「企業戦略論」

１９１１ イノベーション ｼｭﾝﾍﾟｰﾀ 「経済発展の理論」（創造的破壊）

２００３ プランB R.ﾌﾞﾗｳﾝ
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情報活用の発想の転換情報活用の発想の転換

［情報化の変遷］

(1) 機械化（自動化）
・業務の標準化、合理化
・効率化、高品質化、低コスト化
・プロセスの公正化（J-SOX対応）

(2) 現場で既に起きたことに
少しでも早く気がついて施策を打つ（構造情報）

・市場、顧客、現場、マネジメントの連携
・見える化
・ＰＤＣＡによる対応

（フィードバックループの短サイクル化）
(3) 外部の変化に、
少しでも早く気がついて施策を打つ（非構造情報）

・変化に即応して、全体として連携して
打つべき施策を展開する

・変化の本質を考えて行動する

① 「見える化」から「聡る化」へ
② 「分析プロセス」から「仮説検証プロセス」へ
③ インサイトへ

聡い：感覚が鋭い。頭の働きがすぐれている。

いかに実行するか考えるいかに実行するか考える

プロセスの有効化、効率化

オブジェクト（プロセス＋データ）

プロセス改革プロセス改革
（全体最適）（全体最適）

何をなすべきか考える何をなすべきか考える

課題の見える化

サブジェクト＋分析

分析分析

少しでも早く少しでも早く
変化に即応して行動する変化に即応して行動する

自律能動的協調行動化

アブダクト＋ナビゲーション

洞察（インサイト）洞察（インサイト）
考えるということ考えるということ

［変革の論点］
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情報活用の発想の転換情報活用の発想の転換 （補足）（補足）

１．構造情報を 「蓄積する仕組み」「検索する仕組み」 は、新たな知識を含まない。

２．クラウドの不特定多数からの大量情報は、信憑性や品質に乏しく経営に供するに値しない。

インサイトインサイト

仮説力仮説力 分析力分析力

経済性追求の戦略

統合の効率性

分散の非効率性

情報活用の必要性

全体最適化戦略

ビジョン・ミッション・バリュービジョン・ミッション・バリュー

［全体としての管理効率に視点を当てた情報戦略］

管理管理

組織能力追求の戦略

ネットセントリックネットセントリック

統合の非効率性

分散の効率性

創発

情報活用の必然性情報活用の必然性

［組織能力に視点を当てた情報戦略］

自律自律

１．情報のフラット化１．情報のフラット化
２．多様な要因が複合する経営環境２．多様な要因が複合する経営環境
３．多様な感性と専門性を持つ人々の個を重視する社会へ３．多様な感性と専門性を持つ人々の個を重視する社会へ
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社会の変化社会の変化 （情報ニーズの変化）（情報ニーズの変化）

経済成長 経済大国 バブル グローバル化 世界同時不況

1960 1970 1980 1990 2010 20202000

充足性

経済性

利便性

環境保護

環境対応製品

社会全体としての豊かさ

物不足、作れば売れる
（大量生産大量消費）

類似品の氾濫
（他との差別化の実現）

社会的ミッション
（地域共生の実現）

環境で差別化
（Ｅｃｏ製品の実現）

競争の激化（差別化）

淘汰（強いものが生き残る）

共生

寡占

不毛な価格競争

環境や社会的視点

「もの」の発想から「ソーシャルコーズ」の重視へ「もの」の発想から「ソーシャルコーズ」の重視へ
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ニーズからコーズへ、そしてコーズのつながりへニーズからコーズへ、そしてコーズのつながりへ

【コーズ】の定義（議論の前提となる定義、私見）
一般に、「コーズ」とは、『（行動・感情の）理由,根拠,動機,わけ。（社会的な）理想,（…の）目的,大義,目標;主義,主張,信条』（プログレッシブ英和中辞典、第3版、小学
館）と訳される。
・一人ひとりが持っている価値観などにより形成される、その時々の環境などの変化に応じて遷ろうものではなく、
長期にわたり醸成されながら追い求められる普遍的に宿る、その個人のなかにある一種の思いである。
「ニーズ」は環境や状況が変わることで変化するものである。コーズを背景として、その時々に必要となるものが「ニーズ」である。

・企業経営の場合、経営者自身のもつコーズが、企業の経営理念として表出し、ミッションとして組織のなかで展開されることによりで
具現化されていく。

一人ひとりのコーズ深層

その時々に具体化

人生を通して欲すること

今、ほしいもの

これまでの
着目点

本当にほしいもの

インサイトインサイト

社会的環境の変化、新たな事象の発現 時間の経過

ニーズ

戦略 戦略 戦略 戦略 戦略

ニーズ ニーズ ニーズ ニーズ

コーズ

ビジョン、ミッション

捉えるべき捉えるべき
情報の変化情報の変化

［企業経営］

［顧客］


